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奥能登地区流域治⽔協議会

令和６年奥能登豪⾬災害を踏まえた
奥能登地区流域治⽔対策検討部会

資料1

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)について



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～流域の関係機関が連携した緊急的かつ一体的な流域治水対策の推進～
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●令和６年９月、北陸地方に停滞する前線や低気圧の影響により、奥能登地区で線状降水帯が発生し、
県内初となる大雨特別警報が輪島市、珠洲市、能登町で発表されるなど、断続的に激しい降雨となり、
河原田川や若山川など複数の県管理河川が氾濫し、甚大な被害が発生した。

●令和６年能登半島地震の復旧途上において、地震と豪雨の「複合災害」となった今回の水害を踏まえ、
被災要因の総合的な分析と検証のうえ、ハード・ソフト両面から流域治水対策をとりまとめると、
第１回検討部会にて決定された。

【分析】(令和６年奥能登豪雨災害を踏まえた奥能登地区流域治水対策検討部会（第１回）資料より)

●今回の複合災害においては、河川の堤防や護岸の損壊といった被害だけでなく、能登半島地震により
緩んだ山間部の斜面に豪雨が襲い大量の土砂や流木が河川へ流出

●流出した流木が橋梁等に堆積し、河川を閉塞させ、奥能登地区の多くの河川で浸水被害が発生

●加えて、奥能登地区の地域的特性から急流河川が多数存在し、河川延長が短く、流域面積が小さい河川
では降った雨が短時間で流入及び流下し、急激に水位が上昇

【検証結果】

●ハード対策としては、大量の土砂・流木が流出したため、砂防・治山など集水域での対策と河川での
対策など流域一体となった対策、ソフト対策としては、急激な水位上昇や海岸部の隆起があったこと
から、早期の市町避難情報発令支援や洪水浸水想定区域等の見直しなどが必要



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～流域の関係機関が連携した緊急的かつ一体的な流域治水対策の推進～

■氾濫をできるだけ防ぐ・ 減らすための対策
○河川における対策

災害復旧、河道拡幅、河道掘削、堤防強化、護岸の嵩上げ、堆積⼟砂除去 等
○集⽔域における対策

災害復旧、砂防施設の整備、地すべり防⽌施設の整備、ため池や農地・農業⽔利施設の整備 、
治⼭施設の整備、森林整備 等

■被害対象を減少させるための対策
○氾濫域における対策

復興まちづくり計画等との連携、浸⽔リスク情報の充実、⽴地適正化計画の策定 等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○氾濫域における対策

洪⽔ハザードマップの作製（⾒直し）・周知、気象情報の充実・周知、マイタイムラインの作成促進 等

●国、県、市町等が連携し、石川県創造的復興プラン等の観点を踏まえた上で、奥能登地区
の豊かな自然環境を活かした能登の魅力の向上も目指しつつ、流域治水対策の取り組みを
一体的に推進する。
●令和６年９月の奥能登豪雨と同規模の洪水に対して氾濫の防止、又は、浸水被害の軽減を
図る。
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【氾濫の防⽌、⼜は、浸⽔被害軽減の取り組み】



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～流域の関係機関が連携した緊急的かつ一体的な流域治水対策の推進～
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令和６年９月の奥能登豪雨と同規模の洪水に対して
氾濫の防止、又は、浸水被害の軽減を図る。



○令和６年９⽉の奥能登豪⾬により奥能登地区を中心に甚大な被害が発生したことを踏まえ、国・県・市
町等の関係機関が連携し、再度災害防⽌に向けて、緊急的かつ⼀体的に流域治⽔対策を推進する。

【第⼀段階】 R7出⽔期まで
●全ての河川で、被災した護岸の応急的な復旧、堆積⼟砂の撤去など、応急復旧を完了させる。
●応急的な⼟砂災害対策を完了させる。
●地形変動が著しい能登外浦に位置する１６河川の洪⽔浸⽔想定区域の⾒直しを完了させる。

【第二段階】 概ね５年 R10年度まで
●全ての河川で被災した護岸などの本復旧及び改良⼯事の完了を目指す。
●被災した砂防関係施設の本復旧の完了を目指す。
●１６河川以外の洪⽔浸⽔想定区域の⾒直しを完了させる。

【第三段階】 概ね10年 R11〜15年度まで
●恒久的な⼟砂災害対策施設の整備完了を目指す。
●農地・農業⽔利施設の整備、治⼭施設及び森林の整備・保全等の

・氾濫をできるだけ防ぐ、減らすための対策
・被害対象を減少させるための対策
・被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

を各機関において推進する。

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～流域の関係機関が連携した緊急的かつ一体的な流域治水対策の推進～
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奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～流域の関係機関が連携した緊急的かつ一体的な流域治水対策の推進～
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【ロードマップ】

R8年度
完了予定

R11年度
完了予定

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

R11年度
完了予定

R8出水期まで

R11年度
完了予定



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
河川・砂防の応急対策状況【石川県土木部、北陸地方整備局】
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今年の出水期までに応急対策を完了

●奥能登地区にて被害が発生した３４河川および砂防では２０箇所で必要な応急対策を実施中

砂防⇒応急対策完了 ８箇所、継続実施１２箇所

河川⇒応急復旧完了１９河川、継続実施１５河川

【応急河川・砂防位置図】

R7.2末時点

二級河川 河原田川

被災（豪雨）直後 応急復旧完了

砂防

河川

砂防関係事業(県)においては、河川事業と一体的に整備する箇所のみ記載

被災（豪雨）直後 応急対策完了

尊利地川



県堤防強化

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 河川の本復旧・改良工事 【石川県土木部】

●令和６年奥能登豪⾬により被災した河川の中でも、流下能⼒の向上を図る河川については、護岸などの本復旧と
ともに、河道拡幅や護岸整備、堤防強化や護岸の嵩上げなどを実施する。
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県全川（国の権限代⾏河川を除く）において、護岸の被災箇所については、護岸の本復旧

鳳至川
被災状況

南志見川
被災状況

若山川
被災状況

県堤防強化

県堤防強化

県護岸嵩上げ

県護岸嵩上げ

県護岸嵩上げ

県護岸嵩上げ

県護岸嵩上げ

県河道拡幅 等

県河道拡幅 等

県河道拡幅 等
県河道掘削 等



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 塚田川の本復旧・改良工事 【北陸地方整備局】

●令和６年奥能登豪⾬により被災した河川の内、塚⽥川については、⽯川県知事からの要請を踏まえ、国が権限代⾏
により、被災した護岸の本復旧とともに、河道掘削、河道拡幅などの改良⼯事を推進。
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護岸の本復旧のイメージ

被災した護岸
の本復旧

塚田川

改良⼯事 L=1,790m 国
河道拡幅、橋梁架替、護岸
整備、市道付替など

塚田川

本復旧 L=180m 国
護岸復旧など

応急復旧 国

堆積土砂の撤去、流木処理、
被災した護岸の応急復旧

土砂・流木対策については 砂防等での対策に加え、
河川での対策の必要性も検討中であり、今後追加
する可能性がある

応急復旧状況

護岸の被災状況

被災（豪雨）直後

1

1

2

2
3

3

流木阻害の状況

河道拡幅のイメージ

拡幅

河道掘削護岸整備



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 町野川及び支川鈴屋川の本復旧・改良工事
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護岸の本復旧のイメージ

被災した護岸
の本復旧

町野川

改良⼯事 L=1,700m 国
河道掘削、護岸整備など

町野川

支川鈴屋川

本復旧 L=1,940m 国
護岸復旧など

本復旧 L=3,020m 国
護岸復旧など

※地図は、国土地理院WEBより引用

応急復旧 国

堆積土砂の撤去、流木処理、
被災した護岸の応急復旧

河道掘削護岸整備（根継）

河道掘削のイメージ

本復旧 国
護岸の被災状況（町野川）

1
護岸の被災状況（鈴屋川）

2

2

1

土砂・流木対策については 砂防等での対策に加え、
河川での対策の必要性も検討中であり、今後追加
する可能性がある 河道の付け替えイメージ

元河道

付け替え河道
（イメージ）

3

3

河道付替

【北陸地方整備局】

●令和６年奥能登豪⾬により被災した河川の内、町野川及び⽀川鈴屋川については、⽯川県知事からの要請を踏まえ、
国が権限代⾏により、被災した護岸の本復旧とともに、河道掘削などの改良⼯事を推進。



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 珠洲大谷川の本復旧 【北陸地方整備局】

●令和６年奥能登豪⾬により被災した河川の内、珠洲大⾕川については、⽯川県知事からの要請を踏まえ、国が権限
代⾏により、被災した護岸の本復旧を推進。
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珠洲大谷川

本復旧 L=2,270m 国
護岸復旧など

※地図は、国土地理院WEBより引用

応急復旧 国

堆積土砂の撤去、流木処理、
被災した護岸の応急復旧

護岸の被災状況

2

応急復旧状況

1

1

護岸の被災状況

3

2

3

本復旧 国
河道付替

4

4

河道の付け替えイメージ

元河道

付け替え河道
（イメージ）



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 治水対策の継続的な効果維持【石川県土木部】

●継続的に河川巡視などを⾏い、必要に応じて、降⾬等で流出した⼟砂等の除去または河道内の樹木伐採を早期に
⾏う。
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【継続的な除去等の事例】

浦上川（輪島市） ⼭王川（穴⽔町）磐若川（珠洲市） 九⾥川尻川（能登町）
さ ん の うは ん に ゃ く り か わ し りう ら か み



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 堆積土砂の除去と継続的な効果維持【輪島市】

●管理河川において、令和６年９⽉の奥能登豪⾬と同規模以上の大⾬洪⽔に対して、浸⽔被害を軽減するために
堆積⼟砂の除去を推進する。

【堆積⼟砂除去推進河川一覧】
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（二）南志見川

（普）小田屋川

普通河川小田屋川 堆積土砂除去平面図

堆積土砂除去
L=200m 1

2

※河道断面の３割以上埋塞している物が対象

堆積土砂除去 イメージ
除去



普通河川清水川 堆積土砂除去平面図

※河道断面の３割以上埋塞している物が対象

堆積土砂除去 イメージ

除去

堆積土砂除去
L=1,919m

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 堆積土砂の除去と継続的な効果維持【珠洲市】

●管理河川において、令和６年９⽉の奥能登豪⾬と同規模以上の大⾬洪⽔に対して、浸⽔被害を軽減するために
堆積⼟砂の除去を推進する。

【堆積⼟砂除去推進河川一覧】
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1
1

きよみずがわ

土砂堆積状況



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 堆積土砂の除去と継続的な効果維持【穴水町】
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普通河川八ヶ川 堆積土砂除去平面図

※河道断面の３割以上埋塞している物が対象

堆積土砂除去 イメージ 除去

堆積土砂除去
L=180m

●管理河川において、令和６年９⽉の奥能登豪⾬と同規模以上の大⾬洪⽔に対して、浸⽔被害を軽減するために
堆積⼟砂の除去を推進する。

土砂堆積状況

普通河川八ヶ川

穴水町



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～河川における対策～ 堆積土砂の除去と継続的な効果維持【能登町】

●管理河川において、令和６年９⽉の奥能登豪⾬と同規模以上の大⾬洪⽔に対して、浸⽔被害を軽減するために
堆積⼟砂の除去を推進する。

【堆積⼟砂除去推進河川一覧】
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普通河川河ヶ谷川 堆積土砂除去平面図

堆積土砂除去
L=26m

除去

起点終点

堆積土砂除去 イメージ

土砂堆積状況



【砂防】
堰堤の新設

【地すべり】
防止施設の整備

土砂・流木の流出抑制

対策イメージ図

横ボーリング工

堰堤工

渓流保全工

出典：気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会第３回資料３ P45 より

●令和６年奥能登豪⾬により、輪島市を中心とする奥能登地区で⼟⽯流や⼟砂・洪⽔氾濫等の被害が発生したのを
踏まえて、河川への⼟砂・流木の流出を抑制するため、上流域で砂防堰堤や地すべり防⽌施設の整備を推進する。

地震・豪雨による被災状況 砂防関係施設の整備イメージ

土石流

土砂流出による氾濫

○地すべり ○砂防

法面工や横ボーリング工による土砂移動抑制 堰堤工による土砂・流木
の流出抑制

地すべり

輪島市山本町

輪島市町野町鈴屋 輪島市町野町鈴屋

土砂流出による氾濫

輪島市山本町

土石流

法面工

法面工

横ボーリング工
砂防堰堤

地すべり

珠洲市大谷町 珠洲市大谷町

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～集水域における対策～ 砂防堰堤や地すべり防止施設整備の推進 【石川県土木部】
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奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～集水域における対策～ 砂防堰堤や地すべり防止施設整備の推進【北陸地方整備局】

令和６年能登半島地震および奥能登豪⾬により甚大な被害を受けた全10箇所において、⼟砂災害対策を推進する。
 砂 防 事 業 ︓河道閉塞の決壊による氾濫被害防⽌、⼟砂・洪⽔氾濫による被害を防⽌。
 地すべり対策事業︓地すべりによる被害を防⽌。

対策実施箇所

土砂災害対策 町野川水系鈴屋川（輪島市）

地すべり対策 仁江地区（珠洲市）

土砂災害対策 河原田川水系河原田川（輪島市市ノ瀬町）

地震で発生した河道閉塞と斜面崩壊に対し、
河道閉塞解消および斜面対策工等を整備

砂防堰堤のイメージ

流木対策工イメージ

土砂・洪水氾濫による被害を防ぐため、砂防堰
堤、流木対策工等を整備

地すべりによる被害を防止するため、対策工（地下水排除工、
法面保護工等）を整備

応急対策

恒久対策

応急対策

恒久対策
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●農地やため池などの農業⽔利施設の整備により、引き続き降⾬時の被害発生防⽌に努めるとともに、
｢ため池の事前放流｣や｢⽥んぼダム｣の取組を普及

豪雨前に、ため池の事前放流を行い、あらかじめた
め池の水位を下げ、洪水を受け入れる「空き容量」を
確保する取組を普及

ため池の事前放流

空き容量を確保

ため池の事前放流により、
豪雨前に水位を低下

ため池の改修

地震・豪雨に対して脆弱なため池や老朽化している
ため池を改修し、決壊による下流域への被害を未然
に防止

田んぼダム

田んぼダム実施 田んぼダム未実施

水稲の生育に影
響がない範囲で
貯水

畦畔高
30㎝

ほ場整備

畦畔や排水桝を整備し水田の雨水貯留能力を強化

30㎝

整備後畦畔

整備前畦畔

貯留量の増加

農業水利施設整備農地整備

※ため池工事特措法により令和3年度からの10年間でため池
の防災対策を集中的に進める

畦畔の補強

排水路

水田の排水口に、排水を抑制する調整板を設置し、
水稲の育成に影響がない範囲で水田に降った雨水
を一時的に貯水する取組を普及

整備されたため池

整備前 整備後※ほ場整備の実施により、十分な高さの
あるしっかりとした畦畔となり、雨水貯
留能力が確保される

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～集水域における対策～ため池の活用、農地・農業水利施設の整備

18
【石川県農林水産部】



●河川上流部等において、被災した治⼭施設の復旧を図るとともに、流木・⼟砂の流出抑制や、森林の保⽔⼒を
向上させるため、新たな治⼭施設の整備や間伐等の森林整備を実施

森林の保水力を向上させるため間伐等の

森林整備を実施

下流への土砂や流木の流出を抑制するため

治山施設を整備

【対策のイメージ】

山腹崩壊地の復旧山腹崩壊地の復旧

整備前整備前

下層植生の繁茂下層植生の繁茂

渓流沿いの流木危険木渓流沿いの流木危険木

治山施設整備 森林整備

整備後整備後

流木の流出流木の流出山腹崩壊山腹崩壊

法枠工・土留工法枠工・土留工

谷止工（流木捕捉式）谷止工（流木捕捉式）

○治山施設整備のイメージ

○被災状況

奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～集水域における対策～ 治山施設および森林の整備・保全 【石川県農林水産部】
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奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
～集水域における対策～ 治山施設および森林の整備・保全

20

【集水域における対策イメージ】
治山施設の整備
【 山腹工・渓間工 】

【 山腹工 】

【 渓間工 】

【林野庁 石川森林管理署】



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
復興まちづくり計画等との連携 【石川県、輪島市、珠洲市、穴水町、能登町】
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●⽯川県創造的復興プラン等の観点を踏まえた上で、各市町にて策定（⼜は策定中）の復興計画と連携した
取り組みを実施し、令和６年９⽉の奥能登豪⾬と同規模以上の大⾬洪⽔に対して、被害対象の減少や浸⽔
被害の軽減等を図る。

【輪島市】

【穴⽔町】 【能登町】

【珠洲市】

（輪島市復興まちづくり計画 R7.2策定）

〇復興まちづくり計画や流域治⽔の観点
を踏まえ、河川管理施設等の復旧・整
備を国や県と連携して進める。

〇地域防災計画により、コミュニティレベル
での防災活動を促進し、市による防災
活動と市⺠等による防災活動を連携
させ、防災⼒の向上を図る。

（穴⽔町復興計画 R6.12策定）

〇群発的に今も発生する地震や、台風・
豪⾬などの大災害が起きても対応でき
るように、
・個別避難計画の策定
・地域防災計画の⾒直し
・ハザードマップの⾒直し 等

が必要である。
（能登町復興計画 R7.2策定）

〇地震・豪⾬による施設への影響を踏まえ
て、河川の堤防・護岸等の早期復旧・
強靭化を進める。

〇地震や豪⾬における被害や検証を踏まえ、
地域防災計画や防災体制等の検討や
⾒直しを⾏う。
先進事例等を参考にして各種ハザード
マップを作成し、周知を図る。

策定中

（※R7.2.1 第4回復興計画策定委員会資料より）

〇河川区域の対策として、堤防整備、
遊⽔地整備等を進める。
集⽔域に対する対策として、砂防、治⼭、
森林整備を進める。

〇被災対応における課題の抽出及び検証
により教訓を整理するとともに、⽔防計画
等の⾒直しを⾏う。



奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
避難行動の支援・市町への避難情報発令の支援等 【石川県土木部】
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【被災要因の検証】

【ソフト面の取り組み】

●避難⾏動の⽀援
公表済の洪⽔浸⽔想定区域について、能登半島地震による地形変動
の影響を踏まえた⾒直しを⾏い、避難⾏動を⽀援する。
まずは、著しい地形変動が明らかな能登半島外浦に位置する16河川に
ついて⾒直しを進め、令和７年出⽔期までの公表を目指す。
これ以外の河川については、令和８年出⽔期までの公表を目指す。

●市町への避難情報発令の⽀援等

南志⾒川

南志⾒川⽔系南志⾒川
洪⽔浸⽔想定区域図
（想定最大規模）

地震による地形変動の
影響を踏まえた見直し

【ソフト面での取り組み方針】

○市町の避難情報発令を支援するため、河川の急激な水位上昇等の情報提供が必要である。

10分間の⽔位上昇が30cmを超えた際に、⽔位情報をプッシュ型で市町に
伝達するほか、⼟砂災害警戒情報等の防災情報の一般配信を強化する。
加えて、⽔位上昇の予測等について検証・検討することで、市町による適時
適切な避難情報発令を⽀援する。

○延長が短く、流域面積が小さい急流河川が多数存在し、降った雨が短時間で河川に流入して急激に水位が上昇した。

輪島市役所

能登町役場

鈴屋川

町野川

上町川0
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町野川【五⼗⾥橋】

⽔位上昇速度
約０.19m/10分

9:30時点⽔位
(1.98m)

9:40時点⽔位
(2.33m)

10分で⽔位が
約35cm上昇
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(1.91m)

9:40時点⽔位
(4.56m)

10分で⽔位が
約2.7m上昇

鈴屋川【五⾥分新橋】

⽔位上昇速度
約０.20m/10分
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水位上昇が30cm/10分
以上で関係市町へ伝達
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上町川【笹川橋】

⽔位上昇速度
約０.19m/10分

10分で⽔位が
約42cm上昇
9:40時点⽔位
(1.51m)

9:50時点⽔位
(1.93m)

9/21

○避難行動を支援するため、能登半島地震による地形変動の影響を踏まえた浸水リスク情報の見直しが必要である。

○能登半島地震による地形変動により、河川の治水安全度に影響が及んだ。
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奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
気象情報の充実・周知 【金沢地方気象台】

■気象庁防災対応⽀援チーム（JETT）
派遣による災害復旧⽀援活動

県市町等の防災対応の⽀援を強化すべく、大規模な災害が発
生した（⼜は発生が予想される）場合に、県や市町の災害対策
本部等へJETTとして気象庁職員を派遣。
派遣された職員は、現場の要望や各機関の活動状況を踏まえ、

気象等のきめ細かな解説を⾏い各関係機関の防災対応を⽀援。

■台風説明会や大雨説明会の実施
（対面・オンラインの同時開催）

⾦沢地⽅気象台において、県、市町の防災
担当者及び報道関係者、気象防災アドバイ
ザーに対して台風や大雨により被害が予想さ
れる場合には対面及びオンラインの同時開催
により気象解説を実施。

説明会の風景 説明会のオンラインによる解説
（令和6年9⽉21⽇）

週末の悪天解説

当日朝の悪天解説

翌日から復旧作業のための悪天解説

◆被害の軽減のための対策◆ ◆早期復旧・復興のための対策◆
災
害

23
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奥能登地区緊急治⽔対策プロジェクト(案)
気象情報の充実・周知 【金沢地方気象台】

■ホットライン等による即時的な解説・助言

（気象状況等の切迫性を伝え積極的な防災対応を
促すために気象台⻑等と⾸⻑等との間で⾏われ
る電話連絡）

・ホットラインの利⽤について、事前に⾃治体と調整して
おくことで円滑に運⽤を⾏う。

・避難指⽰等の責任者（⾸⻑）と気象台が顔の⾒える関係
を平時より構築。

・ホットラインと併せて、担当者間での連絡を密に⾏うこ
とが重要。

・線状降⽔帯による⼤雨の可能性をお伝え

■顕著な大雨に関する気象情報をより早く提供

令和6年度からは県単位で半⽇前から予測（左下図⾚枠）、段階的に対象地域を
狭めていく計画。

⾬量予測も用いて線状降⽔帯による大⾬の危機感を少しでも早く伝えることを目指す。
加えて、以下のデータも提供
- 楕円データ（予測及び実況）︓データ配信（事業者等向け）
- 「顕著な大⾬に関する気象情報」の発表基準を実況で超過した地域
（線状降⽔帯が発生した地域）︓気象庁HPの解説ページに自動掲載

24



関係者が連携した流域治水 ～代表事例箇所：塚田川流域～
25

●上流部では流木や⼟砂を捕捉するため砂防施設の整備を実施するほか、森林の保⽔⼒を向上
させるため、間伐等の森林整備を実施。

●下流部では、国の権限代⾏により、本復旧に加え、河川の流下能⼒を向上させるための河道拡幅等
の改良⼯事を⾏い、一体的に取り組みを実施。

塚田川

（※使用している完成写真等はイメージです）

砂防施設整備 国

土砂・流木対策については 砂防等で実施するが、河川での対策の必要性も検討中であり、今後追加する可能性がある。

【凡 例】
︓二級河川(塚田川)
︓普通河川(塚田川⽔系)

︓既設の堰堤

︓国の権限代⾏区間
本復旧のみ

森林整備 県

河道拡幅 等 国

砂防施設整備 国



関係者が連携した流域治水 ～代表事例箇所：町野川流域～
26

（※使用している完成写真等はイメージです）

●上流・中流部では流木や⼟砂を捕捉するため砂防施設の整備等を実施するほか、ほ場整備に合わせ
て⾬⽔の貯留能⼒向上を図る取り組みや森林の保⽔⼒を向上させるための間伐等の森林整備を実施。

●下流部および⽀川の鈴屋川では、本復旧を⾏うとともに、河川の流下能⼒を向上させるための河道
掘削等の改良⼯事を実施し、一体的に取り組みを実施。

町野川

治山施設整備 県

鈴屋川

県森林整備

砂防施設整備 県県砂防施設整備

国河道掘削 等

砂防施設整備 国

治山施設整備 県

堆積⼟砂・流⽊除去 市︓

農地整備(ほ場整備 等) 県

農地整備(ほ場整備 等) 県

農地整備(ほ場整備 等) 県



関係者が連携した流域治水 ～代表事例箇所：南志見川流域等～
27

（※使用している完成写真等はイメージです）

南志⾒川

●上流・中流部では流木や⼟砂を捕捉するため砂防施設の整備等を実施するほか、ほ場整備に合わ
せて⾬⽔の貯留能⼒向上を図る取り組みを実施。

●下流部では河川の流下能⼒を向上させるための河道拡幅等を実施し、その他⽔系周辺では、
地すべり対策等を⾏い、一体的に取り組みを実施。

河道拡幅 等 県

堆積⼟砂・流⽊除去 市

砂防施設整備 県

地すべり対策 県

県地すべり対策

地すべり対策 国

︓

砂防施設整備 県
農地整備(ほ場整備 等) 県

国地すべり対策



関係者が連携した流域治水 ～代表事例箇所：若山川流域～
28

●上流・中流部では、下流への⼟砂や流木の流出を抑制するための治⼭施設の整備を実施するほか、
⽼朽化したため池を改修し、決壊による下流域への被害を未然に防⽌。

●下流部では河川の流下能⼒を向上させるための河道拡幅等を実施し、その他⽔系周辺では、
地すべり対策等を⾏い、一体的に取り組みを実施。

（若山ダム）

河道拡幅 等 県

県地すべり対策

県ため池改修

（※使用している完成写真等はイメージです）

拡幅済み

堆積⼟砂・流⽊除去 市︓

治山施設整備 県

治山施設整備 県 若山川



今後の予定について

〇 「奥能登地区緊急治水対策プロジェクト」の取り組み内容
について、近日中に石川県土木部河川課のホームページなど
で公開する。

資料2

〇  今回の結果を踏まえ、今後「奥能登地区流域治水協議会」
を開催し、「奥能登地区緊急治水対策プロジェクト」を反映
した各水系の流域治水プロジェクトの承認を受ける。
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